






頭や顔に落下物などが当らないように守ります。

地震が起きても、ものが落ちてこない、たおれてこない、
動いてこないように、安全対策をしておくことも大切です。

大きなゆれが起きたら・・・

ゆれがおさまったら・・・

小さなゆれが起きたら・・・

【注意】突然、大きなゆれから起こる地震（直下型）もあります。
　　　 その場合は、直ちに頭を守ります。

起こりそうな危険

起こりそうな危険頭を守ることが
できるもの

頭を守ることが
できるもの

回避回避活用活用

姿勢を低くし、周りの
状況を把握する

命の守り方を判断する
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避難情報の発令の仕方を知り、災害に備える
　避難情報は、市民に避難等を呼びかけるために、浜松市から発令されます。
　災害の危険度により、５段階の「警戒レベル」に分けられています。

※津波の被害が発生したとき、
または発生するおそれが
あるときには、サイレンを
鳴らして避難を呼び掛けます。

◆とるべき行動情報の内容避難
情報
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＜　警戒レベル④までに必ず避難！　＞

警戒レベル②　大雨・洪水・高潮注意報
◆災害が想定されている区域や避難先、避難経路を確認する。

警戒レベル①　早期注意情報
◆最新の防災気象情報等に留意するなど、災害への心構えを高める。
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◆過去の重大な災害の発生時に匹敵する状況で
す。暴風や河川の氾濫等が予想される場合は、
この段階までに避難を完了してください。

◆屋外が危険なときは、無理に遠くの避難所に
行かず、身近で安全な場所へ避難します。
避難する時間がないときは、自宅の２階など
できるだけ高い所へ移動し、命を守る行動を
とります。

危険な場所からの
避難が必要とされ
ることを示す情報

◆災害が想定されている区域等では、自治体から
の高齢者等避難の発令に留意するとともに、高
齢者以外の方もキキクル（危険度分布）等を用
いて避難の準備をしたり自ら避難の判断をした
りしてください。

高齢者等は危険な
場所からの避難が
必要とされること
を示す情報

◆何らかの災害がすでに発生している可能性が極
めて高い状況となっています。命の危険が迫っ
ているため、今いる場所よりも安全な場所へ直
ちに移動し、身の安全を確保してください。

災害が発生又は
切迫していること
を示す情報


































